
          

 

 

 

９月３日（月）７校時、本年度の避難訓練
を実施しました。 

訓練では、①火災を想定した避難訓練、②実際の火を使った
消火訓練、③救助袋を使った降下訓練の３つを行いました。 
避難訓練は、生徒は教室に居て、まもなく授業が始まるとい

う設定。本館棟４階生物室を火元と想定して、発煙筒を焚いて
煙を発生させました。火災発見の知らせを受け、先生方を教室
に向かわせ、避難誘導をしました。避難の際は、用意したハン
カチを顔に当てて、私語もほとんどなく整然と行動していま
した。 
【火災発見時の手順】 

 １ まず、「火事だ」と大声で叫ぶ。 
 ２ 初期消火：消火器で消火を試みる。 

 ※天井まで火が達するようなら諦める。 
 ３ 避難する。 
消火訓練では、各学年からの１名と職員１名が代表として消

火器を扱いました。見学は風上側でしたが、火をつけると離れて
いても熱さを感じます。これが、屋内であれば熱と煙で気が動転してしまうかもしれませ

ん。訓練では皆、教えられた操作どおり火を消しました。消火
剤は５ｍほどまで、１５秒くらい噴射するそうです。 
【消火器操作の手順】 
１ 安全ピンを引き抜く。 
２ ホースの先端を消火器からはずし、火元に向ける。 
３ レバーを握る（握力のない人は、消火器を置き上から体
重をかける）。 

【消火時の留意事項】 
１ 姿勢を低くして有毒な煙を吸い込まないようにする。 
２ 常に逃げ道を確保する。 
３ 炎の先端ではなく、火の根元に向ける。 
４ 箒で掃くように。 ※火元と空気を遮断する。 
５ 天ぷら油の場合は、消火剤噴射によって油が飛び散り         
危険なので、直接油にかけるのでなく、壁などにあてて間接
的に油を覆う方法で行う。 

救助袋を使った降下訓練には、各クラス１名が参加しました。 
【降下時の留意事項】 

 １ 地上の合図により、入口枠の上端を持って足から入り、両足を揃えて降下姿勢を
とる。 

 ２ 袋の中に勢いよく入らない。加速が付いて出口で飛び出す危険があります。 
 ３ 降下中、両手を上にあげて右ひざを心持ち内側に曲げ、背中及び腰部で滑る。 
   腕や足を広げたり突っ張ったりすると、急ブレーキが掛かり、袋内で回転するこ

とがあるので、絶対にしないこと。 
 ４ 袋との摩擦で擦り傷をおうことがあります。 ※訓練は長袖、長ズボンで 
 

    

  

  

 
２年生は修学旅行も控えていますが、３年生は受験などで知らないところに出かけたり

宿泊したりすることもあるでしょう。非常口を確認する、指示を聞いて勝手な行動をしな
い。一人の身勝手な行動が全体のパニックを引き起こしたり、重大惨事につながります。 

夏休み明けまもなくの８月２０日
（月）７校時、本年度のグローバル人
材育成のための講演会を実施しまし
た。今回の講師は、元海外青年協力隊
隊員 菅 智美 様でした。 

菅さんは、海外青年協力隊として
マレーシアに派遣されました。 

以下講演の抜粋です。一部データ
を追加しています。 

【マレーシアについて】  
  マレーシアは、マレー半島南部と
ボルネオ島北部を領域とする、人口
3100 万人の立憲君主制国家（国王は
ムハンマド 5 世）である。多民族国
家で、マレー系 60％、中国系 25％、インド系 10％という構成である。マレー語は、世界で
3 番目に簡単な言語と言われている。宗教は、イスラム教、仏教、キリスト教など多様であ
る。季節は、乾季、雨季の２つしかない。 

【海外青年協力隊について】 
  先進国が発展途上国に対して技術的・金銭的な援助を行っているのが政府開発援助（ＯＤ
Ａ）。その日本の政府開発援助を一元的に行う実施機関が、外務省所管の独立行政法人国際協
力機構（JICA）で、開発途上国への国際協力を行っている。海外青年協力隊はＪＩＣＡが行
っている海外ボランティア派遣制度のこと。募集年齢は 20～39歳、職種は 120余り。任期 2
年、給与無し。2018 年 6 月までに、91 カ国、43,864 名が派遣されている。岩手だけでも、
75 カ国、490人が派遣されている。 

【世界の置かれている状況】 
 ・5 秒に 1 人が死んでいる。 
 ・18歳以下の子ども兵士は 80 万人も居る。 
 ・読み書きできない人は、7億 7400万人。 
 ・１年に失われる森林面積は、7万 3000 ㎢。 
 ・戦争や紛争で避難しなければなくなった人の数は、１日 3 万 2000人。 
【マレーシアでの経験から】 
 ・宗教の関係で、豚肉や牛肉を食べない。このため、鶏肉の消費量が多い。 
 ・マクドナルドはあるが、ハンバーガーを置いていない店もある。ケンタッキーフライドチ

キンは多い。 
 ・食事は基本的に手で食べる。 
 ・トイレに紙が無く、ホースや桶の水を使う。 
【まとめに代えて】 
 ・大切なことは「違い」を受け入れること。 
 ・協力隊で外国に行って、日本を「外」から見つめ直すことができた。 
 ・何を伝えるかではなく、どう伝えるかが重要。 
 ・問題や課題に立ち向かう力を身に付けることができた。 
 
○生徒の感想から 
 ・これまでグローバル化など深く考えたことがなかったけど、改めて国際的な交流や協力が

とても大切だと分かった。 
 ・自分の知らない国は日本より治安が悪く危険だと偏見を持っていましたが、お話しを聞い

て、限られた知識で勝手な偏見を持つのでなく、多様な視点から考え、正しい知識を持っ
て世界に向き合わなければいけないと思った。 

 ・トイレの話しは衝撃的でした。 
 ・今日の講演会を聞いて、もっと英語を勉強しようと思いました。 
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○二戸消防署軽米分署 日山 智嘉雄 分署長様から 
 避難の際は、落ち着いて、無駄話もなく良かった。最後の人数確認で手間取ったようですが、お
おむね良好でした。ハンカチ、タオルは必ず用意してください。煙は怖いです。有毒ガス、一酸化炭
素など、思考能力を奪い、パニックを起こすこともあります。姿勢を低くして避難してください。上の
階にいるほど煙が貯まります。（４階は）防火扉がしまっていた。いつも開いているところがしまって
いたり、小さなドアがありますが段差もあるので注意してください。 
 


